
製品開発や販路拡⼤を進める中で
こんな悩みありませんか？

※詳細は「フォローアップ支援募集要項」をご覧ください。

▶�象�品

お気軽に
 ご相談ください

✉ jigyobu@fmdipa.or.jp　
担当：事業企画推進部　椎名・小川

ふくしま医療機器
開発⽀援センター 024-954-4014

福島県内企業

まずは

令和6年度福島県産医療機器ステップアップ⽀援事業

ヒアリング調査で
改良点がないか
確認したいなぁ

このまま製品の
開発を進めて

本当に売れるかな？

無料

製品が思ったよりも
売れないなぁ

※本事業は福島県から（⼀財）ふくしま医療機器産業推進機構が委託を受けて実施しております。

�県内企業の開発段階の製品や販売製品について各分野の専⾨家や
コンサルタント等と連携した「フォローアップ⽀援」を実施します

過去に、福島県医療関連製品の開発補助金またはふくしま医療機器開発支援
センターの支援（マッチング、コンサルティング、安全性試験等）を活用し
た実績のある開発段階の製品または販売済みの製品

▶�施スケジュール

▶支援予定数
5件程度

 ~5/31　　　　　　　　　  6月下旬

申請期間　　 審　査　     結果通知　  支援実施

(金)まで　 まで　

~2025年
  3月末

▶支援内容
⑴   医療現場等を対象とした開発製品のヒアリング調査
⑵   PRの適切性調査
⑶   市場調査
⑷   その他、開発製品の磨き上げや販路拡大につなげるために必要な支援

※ 上記の支援は予算の範囲内で無料にて実施しますが、希望する支援内容や規模感等に
　よっては内容を調整する場合があります。

裏面を
ご覧ください

医療・介護・福祉関連機器

製品のPR方法を
見直したいけど

方法がわからない



利用者の声利用者の声

Voice03Voice03

製品に精通している専門医コンサルタントの伴走支援によって、海外の専門医やKOLへの橋渡し
や製品改良に向けたニーズ収集、海外への展開を進めていく上で出展すべき学会が明確となりま
した。また、現地医師との次の打ち合わせも決まり、新たなステップに進むことができました！

製品を展開していく上で現地キーパーソンとの繋がりを持ちたいと思っていましたが、民間企業の立場では利益相反の
問題もありアポイントを取ることが難しく、具体的なディスカッションができない状況でした。

実�績 専門医でありKOLであるコンサルタントによる伴走支援によって費用対効果、時間効率に優れた助言を受けることがで
きました。また、通常ではなしえないスピードで重要人物へのアポイントを取ることができ、ニーズの収集や価格帯
等、日本との違いや出展すべき海外学会等について情報を収集することができました。今回の支援をきっかけに2024年
度は海外の学会に出展し、キーパーソンとさらにディスカッションを進めていきたいと思います。

 国内での製品の展開が法規制等の問題により厳しいため、海外での展開を目指していましたが、現地の医療状況はイ
ンターネットでの情報収集がベースとなっており、現地に知見のある医療従事者からの情報収集が困難な状況となっ
ておりました。

海外の医療事情に精通する日本医師と繋がりを持てました！
海外展開を目指している当該地域への医療事情等に知見を有する国内医師との面談を通して、
通常の情報収集では得ることができない現地医療状況や情勢を知ることができました。

実�績 当該地域での診療所の設立や診療経験を有する医師から現地の医療状況や問題点、また当社製品の評価、アドバイスを
いただき、非常に貴重な情報を得ることができました。また現地在住の方の紹介もいただき、今後の現地調査活動にお
いて有益な結果を得ることができました。これらの成果を今後の事業に活用いたします。

課�題

今回開発したサービスは導入先での改善実績もあり確信があるにも関わらず、身近な方からさえも「難しい」、「理解
できない」という感想で終始した数年間でした。

Voice01Voice01
製品の広報について見直しました！
アンケート調査や配信、導入インタビューなど、専門家によるデータや実例を基にした広報資料を
制作しました。作成する過程の中で専門家との対話を通して自身のアイディアが整理でき、今後の
進むべき方向性も明確になりました！

実�績 私が抱えていた課題を的確にサポートにつないでいただき感謝しております。広報資料作成の過程でいただいた提案自
体が発想になかったもので大変貴重な時間となりました。また、専門家とのディスカッションを通して当事者が気づ
き、アウトプットに繋げていった経緯は自社サポートの方向性の検討にも活かすことができました。

課�題

Voice02Voice02
海外での製品展開のきっかけを掴むことができました！

課�題

福島県内企業 H社 （2023年度フォローアップ⽀援利⽤）
 A

福島県内企業 E社 （2023年度フォローアップ⽀援利⽤）
 A

福島県内企業 K社 （2023年度フォローアップ⽀援利⽤）
 A


